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文
化
財
収
蔵
展
示
館
の
建
設

〈
バ
　
長
　
佐

藤

光

多
年

の
夢
実
現

へ

関
係
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
と
町
長

さ
ん
の
ご
英
断
に
よ
り
、念
願
の
「文

化
財
収
蔵
展
示
館
」
が
建
設
の
運
び

に
な

っ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
四
年
六
月
牧
地
区
の
圃
場

整
備
工
事
中
に
東
氏
館
跡
庭
園
が
発

見
さ
れ
、
そ
の
池
泉
部
は
中
世
武
将

の
館
跡
庭
園
と
し
て
学
術
的
価
値
が

認
め
ら
れ
、
同
六
二
年
に
国
の
名
勝

に
指
定
さ
れ
た
。
「古
今
伝
授
の
里
」

の
始
ま
り
で
あ
る
。

同
六
三
年
第
三
次
大
和
町
総
合
開

発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
シ
ン
ボ

ル
事
業
と
し
て
、
「古
今
伝
授
の
里
」

づ
く
り
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
拠
点
作

り
が
進
め
ら
れ
、
平
成
五
年
七
月

一

〇
日
、
東
氏
文
化
の
集
大
成
と
倭
歌

文
化

の
全
国

へ
の
発
信

基
地
と
し
て

「古
今
伝
授

の

里

フ

ィ

ー

ル

ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。

同
七
年

「第
四
次
総
合

開
発
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

総
合
開
発
審
議
委
員

の

一
人
に
故
畑
中
浄
園
氏

（当
会
副
会
長
）
が
選
ば

れ
た
の
を
機
に
、
「文
化

財
収
蔵

・
展
示
館
」
建
設

）

の
要
望
が
高
ま
り
、
建
設
計
画
が
第

四
次
総
に
加
え
ら
れ
た
。

大
和
町
に
は
、
縄
文
時
代
後

・
晩

期
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
及
び
古

代

・
中
世
の
遺
物
が
数
多
く
発
見
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
質

・
量
と
も
に
郡

下
の
他
町
村
を
凌
駕
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
氏
三
四
〇
年
の
治
世
の
以
後

に
も
郡
上
藩
宝
暦
騒
動
関
係
の
文
書

を
は
じ
め
、
数
々
の
貴
重
な
文
化
財

が
遺
さ
れ
て
い
る
。

大
和
町
の
文
化
財
を
考
え
る
と
き
、

私
た
ち
は
東
氏
資
料
を
中
心
に
据
え
、

東
氏
以
前

の
遺
物
と
東
氏
以
後

の

史

・
資
料
を
総
合
し
て
初
め
て
、
こ

れ
が
大
和
町
の
文
化
財
だ
と
胸
を
張

る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

現
在
大
和
町
に
は
国

・
県

・

町
指
定
の
文
化
財
が
別
表
の
よ

う
に

一
三
四
件
あ
る
。
そ
の
内
、

建

築

物

・
絵

画

・
彫

刻

菫
自

蹟

・
史
跡

・
無
形
文
化
財

・
天

然
記
念
物
等
を
除
く
文
化
財
は
、

工
芸
口翌

二
件

・
四

一
点
、
考

古
資
料
二
人
件

・
五

一
九
点
、

歴
史
資
料
（東
家
関
係
を
除
く
）

九
件

・
一
八
、
四
六
六
点
、
古

文
書
六
件

・
四
五
四
点
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
ほ
と
ん

ど
閲
覧
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
倉

庫
に
或
い
は
所
蔵
者
の
家
庭
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

一
つ
に
は
こ
の
文
化
財
を
世
に
知

ら
し
め
る
こ
と
、
今

一
つ
に
は
こ
れ

ら
の
文
化
遺
産
を
盗
難

・
紛
失

・
火

災
な
ど
か
ら
守
り
、
後
世
に
伝
え
て

行
く
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
文
化

財
収
蔵
展
示
館
は
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
建

設
を
十
年
に
わ
た

っ
て
繰
り
返
し
要

望
し
、
今
日
夢
が
実
現
す
る
運
び
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。

建
設
場
所
は
東
氏
資
料
館
の
続
き

で
裏
側
。
総
面
積

一
七
五

・
四
２ｍ

（収
蔵
庫
二
六
２ｍ
ヽ
展
示
室

一
四
九
・

四
２ｍ
）
の
予
定
で
あ
る
。

一　

　

　

　

一

④

七 鈴 五 獣 鏡

種  目
十旨  庁1  男‖

国 県 町 合 計

名 勝 1 1

史 跡 1

歴 史 資 料 3 7

工 芸 品 6 6

天然記念物 1

絵 画

建 造 物 6 6

考 古 資 料 2

無 形 民 族 1 4 5

亥J

書 跡

古 文 書 6 6

〈
ロ 計 2

大和町の指定文化財

東 氏 資 料 館
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蘇
る
社

叢

と
景

観

―
地
域
住
民
の
心
意
気
―

置

康

夫

平
成

一
二
年

一
月
、
明
建
神
社
々

叢
の
内
参
道
沿
い
鳥
居
前
に
あ
る
杉

並
木
五
本
の
枯
損
に
つ
い
て
、
地
元

と
し
て
町
当
局
に
対
策
の
指
導
を
仰

ぐ
こ
と
と
な

っ
た
。

杉
並
木
の

一
番
手
に
あ
る
五
本
中

消
防
ポ
ン
プ
倉
庫
よ
り
の
杉
の
枯
れ

上
が
り
が
目
立
ち
、
日
に
付
き
易
い

位
置
に
あ
る
た
め
、
早
急
に
手
入
れ

の
必
要
が
あ
る
。

平
成
五
年
に
ポ
ン
プ
倉
庫
を
杉
に

隣
接
し
て
建
て
た
の
が
誤
り
で
あ
り
、

今
日
の
禍
は
多
小
な
り
と
も
予
見
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
残
念
で
あ

る
。
今
と
な

っ
て
は
建
物
の
移
転
、

敷
地
跡
の
復
元
が
、
杉
の
樹
勢
回
復

に

一
番
の
近
道
と
考
え
る
。

牧
区
と
し
て
も
公
民
館
建
設
を
終

え
た
ば
か
り
で
、
手
元
不
如
意
な
た

め
、
こ
の
件
を
持
ち
出
す
時
期
で
な

く
、
手
入
れ
の
遅
れ
を
憂
い
、
焦
燥

す
る
気
持
ち
も
手
伝

っ
て
、
「形
振

り
」
構
わ
ず
そ
の
道
の
猛
者
を
先
頭

に
押
し
立
て
て
町
当
局

へ
の
陳
情
に

及
ん
だ
。

町
の
助
成
を
受
け
て
ポ
ン
プ
倉
庫

を
建
設
し
て
か
ら
ま
だ
日
も
浅
く
、

移
転
に

「大
義
名
分
」
が
な
く
、
立

木
被
害
が
予
見
が
で
き
な
か

っ
た
こ

と
に
触
れ
ら
れ
る
と
、
釈
明
の
余
地

な
し
…
、
珈
か
気
の
引

け
る
思
い
で
あ

っ
た
。

取
り
敢
え
ず
樹
木
医

の
診
断
を
受
け
、
そ
の

所
見
に
基
づ
い
て
対
応

す
る
こ
と
で
牧
区
と
し

３５
　

て
の
意
見
が

一
致
し
た
。

虫
　
　
平
成

一
二
年

一
一
月

同
　

末
調
査
が
実
現
し
た
。

町
よ
り

「教
育
委
員
∵

「文
化
財
保
護
審
議
委

一
磯
　

髪

型

猥

諫

一．

一■
一
　

　

神
社
関
係
者
が
立
会

っ

一●
一　
　
　
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。

雪
の
舞
う
と
て
も
寒
い
日
で
あ

っ
た
。

樹
木
医
に
よ
る
調
査
、
そ
の
所
見

の
説
明
が
あ
り
、
表
層
に
施
肥
す
る

こ
と
に
よ
り
樹
勢
の
回
復
を
は
か
る
。

施
行
例
と
し
て
、
こ
の
方
法
が
よ
い

結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
緑
の
回

復
は

一
年
目
か
ら
効
き
目
が
現
れ
て

く
る
と
の
説
明
が
あ

っ
た
。
枯
損
の

ひ
ど
い
杉
に
つ
い
て
、建
物
の
撤
去
・

敷
地
の
原
状
復
帰
が
最
も
効
果
的
で

は
な
い
か
と
迫

っ
て
み
た
も
の
の
、

こ
ち
ら
の
期
待
す
る
処
方
箋
に
つ
な

が
る
お
墨
付
き
は
貰
え
ず
、
こ
の
件

の
脈
絡
は
切
れ
る
。

得
て
し
て
行
政
の
裁
量
に
係
る
こ

の
種
の
申
し
入
れ
は
、
時
と
し
て
現

場
に
関
す
る
専
門
家
の
所
見
に
負
う

）

と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
回
の
何
と
か
し

て
と
の
思

い
入
れ
で
、
「宮
仕
え
」

の
域
を
越
え
る
発
言
を
期
待
し
た
が

…
、
い
ず
れ
に
せ
よ
当
日
の
指
導

・

助
言
に
感
謝
し
、
ま
た
次
な
る
ラ
ウ

ン
ド
と
言
う
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
、
あ
れ
か
ら
二
年
経
過
。
平

成

一
五
年
の
春
に
は
、
手
入
れ
の
効

果
が
あ
ら
わ
れ
、
樹
勢
は
や
や
挽
回

し
、
緑
の
色
が
増
し
て
、
ま
づ
は
期

待
以
上
の
成
果
が
あ
り
、
有
難
い
。

こ
の
三
月
牧
区
の
自
力
で
ポ
ン
プ

倉
庫
を
移
転
し
、
先
人
の
残
し
た
嘗

て
の
景
観
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

た
。
消
防
機
能
が
十
分
生
か
せ
る
、

公
民
館
よ
こ
に
移
転
、
百
年
の
大
計

の
基
に
建
て
ら
れ
た
。
日
出
度
い
事

神迎え杉から横参道を臨む(004)

跡地には車止め
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で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
で
社
叢
と
ポ
ン
プ

倉
庫
の
因
縁
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

大
正

一
一
年
に
当
区
に
火
災
が
あ
り
、

そ
れ
を
契
機
に
手
押
し
ポ
ン
プ
が
導

入
さ
れ
た
。

桜
堤
の
中
央
を
切
り
、
倉
庫
が
建

て
ら
れ
た
。
九
尺
×
二
間
の
建
物
に
、

黒
塗
り
の
横
板
張
り
で
あ

っ
た
。
そ

の
厚
板
に

「牧
消
防
嘲
筒
倉
庫
」
と

群
青
色
の
岩
絵
の
具
で
横
書
き
し
て

あ

っ
た
。
余
談
で
あ
る
が
、
少
年
の

時
、
こ
の

「嘲
筒
」
の
字
が
珍
し
く
、

難
解
で
、
何
と
な
く
馴
染
め
ず
、
妙

に
い
つ
迄
も
印
象
に
残

っ
た
。
「
ポ
ン

プ
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
、
「漢
字
を

充
て
た
」
と
辞
書
に
あ
る
。

消
防
関
係
も
自
動
車
の
時
代
と
な

り
、
倉
庫
も
手
狭
と
な

っ
て
二
同
も

建
て
替
え
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
社
叢

内
、
横
参
道
脇
に
建
て
ら
れ
、
景
観

を
損
ね
て
い
た
。
神
様
に
じ

っ
と
我

慢
し
て
頂
い
て
い
た
。
昔
の
姿
に
戻

し
、
先
人
の
残
し
た
、
そ
し
て
意
図

し
た
趣
を
大
切
に
残
し
た
い
。

つ
い
で
に
社
叢
の
規
模

・
構
図
に

つ
い
て
書

い
て
み
よ
う
。

一
四
～

一
五
世
紀
、
時
の
支
配
者

東
氏
の
守
護
神
の
社
と
あ

っ
て
、
よ

く
纏
ま

っ
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。
本

）

殿

・
拝
殿
の
正
面
が
竪
大
門
と
称
す

る
参
道
で
、
こ
の
位
置
に
杉
並
木
が

あ
る
。
東
西
両
端
に
七
百
有
余
年
の

大
杉
が
横
大
門
の
印
で
、
そ
の
間
二

三
〇
屑
余
り
に
桜
堤
が
あ
り
、
結
構

な
風
情
と
遊
び
心
を
誘
う
。
そ
の
昔

の
馬
場
跡
と
い
わ
れ
る
。

郡
上
郷
土
史
料
の

一
つ
に

「牧
村

妙
見
」
と
書
い
た
、
神
社

・
桜
並
木

を
描
き
、
満
開
の
桜
の
堤
で
、
町
人

ら
し
い
も
の
数
名
が

「ゴ
ザ
」
を
し

き
酒
盛
り
を
し
、
一扇
子
を
片
手
に
「
コ

リ
ヤ
コ
リ
ヤ
」
と
、
滑
稽
に
踊
る
さ

ま
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
絵
が
あ
る
。

神
社
、
拝
殿
、
石
段
の
位
置
は
今
と

変
わ
ら
ず
、
天
保
五
年

（注

一
人
三

四
）
と
書

い
て
あ
る
。
も
う

一

枚
の
絵
は
弘
化
の
年
代
に
描
か

れ

「牧
村
妙
剣
桜
馬
場
図
」
。

桜
の
木
八
拾
株
と
書
か
れ
て
い

る
。
神
社
拝
殿
は
今
の
ま
ま
の

位
置
で
、
石
段
が
克
明
に
描
か

れ
、
鳥
居
前
に
武
士
が
馬
に
乗

り
、
下
僕
と
と
も
に
竪
参
道
に

入
ろ
う
と
し
て
お
り
、
も
う

一

人
の
武
士
が
石
段
を
駆
け
上
ろ

う
と
し
て
い
る
躍
動
的
な
姿
。

人
馬
と
も
そ
の
雰
囲
気
と

一
体

感
が
あ

っ
て
、
轡
を
取
る
下
僕

の
馬
に
対
す
る
用
心
深
さ
ま
で

よ
く
出
て
い
て
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

絵
で
あ
る
。
桜
並
木
の
堤
で
は
、
満

開
の
桜
に
着
流
し
の
浪
人
ら
し
き
者

が
二
人
描
か
れ
、
い
ず
れ
も
落
し
差

し
の
遊
び
人
風
で
あ
る
。
外
に
三
人

ほ
ど
町
人
風
の
遊
び
人
と
お
ぼ
し
き

者
が
描
か
れ
て
い
る
。
穏
や
か
な
春

爛
漫
の
様
子
が
よ
く
出
て
い
る
絵
で

あ
り
、
往
時
が
し
の
ば
れ
て
楽
し
い
。

こ
の
稿
を
書
い
て
い
た
ら
、
た
ま

た
ま
大
和
町
よ
り
、
明
建
神
社
の
桜

並
木
が

「飛
騨

・
美
濃
さ
く
ら
三
三

選
に
推
薦
さ
れ
た
」
旨
の
連
絡
が
あ

り
、
そ
の
記
念
碑
設
置
場
所
の
問
い

合
わ
せ
が
あ

っ
た
。
世
は
情
報
化
の

時
代
。
こ
の
事
が
広
く
世
間
に
喧
伝

土

松

新

早
開
な
り
Ｌ
当
社
大
門
の
桜
花
二
月

二
十
八
日
真
盛
り
な
り
、
も

っ
と
も

土
用
入
り
よ
り
九
日
目
な
り
Ｌ
当
社

大
門
の
桜
花
三
月
二
十

一
日
満
開
な

り
、
土
用
入
り
よ
り
四
日
前
な
り
、

当
年
春
花
の
頃
寒
さ
来
り
、
長
く
散

り
申
さ
ず
候
Ｌ
当
社
大
門
桜
三
月
二

十
二
日
満
開
な
り
、
土
用
よ
り
七
日

日
、
雨
天
に
て
残
念
な
り
、
土
用
入

り
よ
り
二
日
目
な
り
、
て
ん
き
よ
く
、

見
事
な
り
」
等
々
。
ま
た

「当
社
大

門
桜
本
数
老
木
よ
り
当
年
植
え
ま
で

都
合
百
十
五
本
、
内
三
本
当
植
え
、

一
本
貰
い
な
り
、
三
月
六
日
改
め
」

「当
社
大
門
桜
本
数
老
木
よ
り
当
年

植
え
ま
で
百
十
八
本
、
内
二
本
当
年

植
え
な
り
、
三
月
九
日
改
め
」
と
い

う
よ
う
に
現
在
本
数
を
調
べ
て
い
る

明
建
神
社
の
社
叢
の
内
東
西
の
桜

並
木

（西
神
帰
り
杉
か
ら
東
神
迎
え

杉
ま
で
二
三
〇
房
）
を
往
時
か
ら
大

門
と
言

っ
て
い
る
。

文
政
九
年

（
一
人
二
六
）
か
ら
慶
応

二
年

（
一
人
六
六
）
に
わ
た
り
妙
見

神
社
の
宮
司
で
あ

っ
た
栗
飯
原
豊
後

は
、
こ
の
桜
並
木
に
非
常
に
関
心
を

持
ち
、
大
事
に
し
て
い
た
。
彼
は
そ

の
記
録

「万
留
帳

Ｔ
る
ず
と
め
ち
ょ
こ

」

に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「当
社

大
門
桜
は
二
月
三
日

（当
時
は
旧
暦

で
あ

っ
た
）
満
開
な
り
、
但
し
土
用

五
日
な
り
Ｌ
大
門
の
桜
三
月
六
日
満

開
な
り
、
も

っ
と
も
少
々
吉
も
こ
れ

有
り
候
え
ど
も
、
七
日
雨
天
に
て
多

分
落
下
仕
り
候
、
土
用
よ
り
四
日
前

な
り
、
近
年
草
木
の
進
み
甚
だ
以
て

べ

■ツ

λ

）
，
移
４
１
～
ヽ
；
な
，―
を
，
ィ
ト
ち
■
■
■
■

「メ

ヽ
ヤ
■

，
マ

オ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・●
●
●

牧村妙見 (『復刻郡上郡郷土史料』よ
'り

)

晰 F

妙
見
大
門

に
立
ち

て

）

さ

れ

た

ら
、
神

社

に
と

っ
て
も
　
´ヽ
も
、
と
も
に
繁
栄
と
発
展
に
つ
な

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
に
と

っ
　
が
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ヾ
劃

ヽ

一
ヽ

゛
ヽ

■

ヽ

０

１

ヽ

●

ヽ

●

ヽ

い
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

ゆ
Ｎ

¨
ヽ

一
ヽ

一
ヽ

●
ヽ

卜

ヽ

静

ヽ

品

ヽ

゛

、――
や

Ｏ

Ｌ
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こ
と
も
あ
る
。

去
る
五
月

一
日
、
筆
者
が
調
べ
た

と
こ
ろ
、
全
数
が
九
八
本
で
、
内

一

一
本
が
若
木
で
あ

っ
た
。
豊
後
が
調

べ
た
頃
よ
リ

ヘ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か

っ
た
。

筆
者
が
少
年
の
頃

（大
正
年
間
）

南
側
の
古
木

（先
股
高
遠
方
式
若
返

り
法
を
施
し
た
木
）
が

一
番
盛
り
で

あ

っ
た
。
「
田
打
桜
」
と
言

っ
て
、

毎
年
春

一
番
に
咲
き
、
枝
振
り
も
良

く
、
美
し
く
咲
い
て
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
大
門

の
桜
は
郡
上
の
桜
名
所
で
あ
り
、
こ

の
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
は
、
各
学
校
か

ら
遠
足
を
か
ね
て
こ
の
桜
見
物
に
よ

く
こ
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
る
。　
一
般
の
人
々
も
よ
く

来
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

近
年
こ
の
大
門
の
桜
並
木

動
　
の
下
に
、
ひ
が
ん
花
（ま
ん

門
　

じ
ゅ
し
ゃ
げ
）
が
い
つ
ぱ
い

は
　
咲
く
よ
う
に
な
り
、
秋
の彼

が
　
岸
こ
ろ
に
な
る
と
、
真
赤
な

嘘
　
ひ
が
ん
花
が
咲
く
こ
と
を
告

需
　
げ
た
い
。
筆
者
の
少
年
の
こ

ろ
に
は
、
こ
の
大
門
は
子
供

の
遊
び
場
で
あ

っ
た
。
こ
と

に
戦
争
ご

っ
こ
で
こ
の
大
門

桜
の
下
を
走
り
回
り
、
草
を

踏
み
に
じ

っ
た
の
で
、
ひ
が
ん
花
は

咲
く
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
近
年
の
子
供
た
ち
は

こ
の
大
門
で
遊
ぶ
こ
と
も
な

く
、
お
か
げ
で
ひ
が
ん
花
が

伸
び
伸
び
と
咲
く
よ
う

に

な

っ
た
の
だ
ろ
う
。
筆
者
は

先
般
こ
の
ひ
が
ん
花

へ
黒
揚

羽
が
来
て
い
る
の
を
見
か
け

て
、
写
真
に
収
め
た
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
の
大
門
の
ひ
が

ん
花

へ
黒
蝶
が
沢
山
来
る
よ

う
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を

祈
る
も
の
で
あ
る
。

）

ひ
が
ん
花

に

オ

い
移
り
行
く

黒
蝶
を

少
年

の
力
く

追

い
か
く
る
な
り

ひ
が
ん
花
を

升

い
杉
ろ
え
る

黒
蝶
は

逝
き
た
る
各
家

の

来
し
が
と
ば
か
り

皆
さ
ん
は
高
速
で
の
長
距
離
運
転

の
疲
労
状
態
を
、
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
れ
ま
で
の
私
の
経
験
か
ら
で
す
が

緊
張
と
集
中
力
の
連
続
は
頭
の
芯
を

麻
痺
さ
せ
、
思
考
力
が
削
が
れ
た
様

な
状
態
が
数
日
続
き
ま
す
。
夜
、
床

に
入

っ
て
か
ら
も
な
か
な
か
眠
れ
ず

活
字
も
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
最
適
の

対
処
法
は
、
何
も
せ
ず
ボ
ン
ヤ
リ
過

ご
す
事
。
只
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
。

私
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
私
共
は

今
度
の
旅
の
前
に
東
京
で
の
結
婚
式

に
参
加
、
５
日
か
ら
Ｈ
日
ま
で
の

一

週
間

「車
」
で
の
旅
に
踏
み
切
り
、

往
復
約
千
♂
の
行
程
は
今
の
私
に
は

か
な
り
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
今
回

の
広
島

・
山
口
行
き
は
そ
の
僅
か
２

日
後
、
見
送
り
も
考
え
ま
し
た
が
、

そ
う
す
る
に
は
忍
び
ず
参
加
に
踏
切

り
ま
し
た
の
で
、
私
の
体
調
は
最
悪

）

で
し
た
。
で
も
冒
頭
の
文
章
は
私
で

は
な
く
今
回
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
目

し
て
欲
し
い
の
で
す
。

添
乗
の
山
本
さ
ん
の
話
で
す
と
、

今
度
の
山
口
行
き
は
費
用
と
距
離
と

で

一
泊
で
は
限
度
に
近
い
行
程
だ
と

の
事
で
、
八
幡
Ｉ
Ｃ
か
ら
小
郡
Ｉ
Ｃ

ま
で
千
♂
近

い
行
程
を

一
泊
だ
け

で

一
人
だ
け
で
の
往
復
運
転
に
は

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
去
年
の
旅
で

は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
主
役
で
し
た
が
、

今
年
は
酒
井
田
運
転
手
で
し
ょ
う
。

今
度
の
旅
行
で
最
大
の
ヒ
ッ
ト
は

一
番
最
初
に
広
島
を
選
ん
だ
事
で
す
。

残
念
な
が
ら

一
週
間
後
に
イ
ラ
ク
で

戦
争
が
始
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

「是
非
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
に
来
て
見
て

欲
し
い
」
広
島
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
の

説
明
員
の
熱
意
は
炎

の
様
で
し
た
。

８

・
６
と
９

・
Ｈ
ど
ち
ら
が
悲
惨
で

あ

っ
た
か
比
較
し
て
も
仕
様
が
な

ひがん花に遊ぶ黒揚羽

２
０
０
３
年
　
感
謝
の
旅

本

り||

代

士
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い
事
で
し
ょ
う
が
、
全
く
新
し
い
恐

怖
に
、
為
す
術
も
な
く
亡
く
な
ら
れ

た
原
爆
被
災
者
の
状
況
を
淡
々
と
語

ら
れ
た
有
代
和
夫
さ
ん
の
お
話
に
身

近
な
人
が
話
す
現
実
感
が
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
二
番
目
に
感

謝
す
べ
き
人
、
有
代
和
夫
さ
ん
で
す
。

広
島
と
錦
帯
橋
は
私
共
に
は
三
度

目
の
旅
で
し
た
。
三
十
年
振
り
に
訪

れ
た
広
島
は
記
念
碑
も
増
え
見
所
も

多
く
な

っ
て
バ
ス
で
素
通
り
す
る
の

は
申
し
訳
な
い
所
で
し
た
。

「安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
過
ち

は
繰
り
返
し
ま
せ
ん
か
ら
」
じ

つ
く

り
深
く
件
ん
で
み
た
い
所
で
す
。

）

錦
帯
橋
は
工
事
中
で
見
る
時
期
で

は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

工
事
用
車
両
が
橋
の
す
ぐ
下
に
駐
車

し
て
い
て
橋
の
景
観
は
だ
い
な
し
で

し
た
。
も
う
少
し
離
れ
た
場
所
に
と

思

っ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

新
し
く
変
わ

っ
た
三
つ
の
部
分
よ
り

残

っ
て
い
た
二
つ
の
橋
の
方
が
趣
が

あ
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

宮
島
は
初
め
て
で
、
大
鳥
居
が
島

側
に
あ
る
と
は
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
台
風
の
度
に
数
億
円
も
の

被
害
に
な
る
の
は
驚
き
で
し
た
の
と

も
み
じ
侵
頭
の
お
店
の
客
の
入
り
の

ア
ン
バ
ラ
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
ど

の
店
も
平
等
に
つ
ぶ
れ
ず
に
頑
張

っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

常
栄
寺
の
雪
舟
庭
園
、
こ
こ
で
も

お
土
産
お
食
事
の
、
大
き
な
看
板
が

邪
魔
で
し
た
。
美
し
い
庭
園
は
座
敷

に
座

っ
て
静
か
に
眺
め
た
い
、
誰
も

居
な
く
な
る
の
を
待

っ
て
い
た
ら
、

見
物
時
間
は
忽
ち
な
く
な
り
ま
し
た
。

瑠
璃
光
寺
の
国
宝
の
五
重
塔
は
、

今
回
の
旅
行
の
最
高
の
メ
ー
ン
だ
と

思
い
ま
し
た
。
開
花
し
始
め
た
梅
や

桃
そ
の
他
ど
ん
な
樹
木
の
間
か
ら
の

眺
め
も
素
晴
ら
し
く
、
塔
に
近
寄
る

暇
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、

そ
れ
で
満
足
で
し
た
。
も
う

一
度
、

）

是
非
訪
れ
た
い
場
所
で
す
。

美
味
し
い
昼
食
に
満
腹
と
な
り
、

観
る
べ
き
所
も
全
部
見
て
後
は
車
に

揺
ら
れ
て
お
昼
寝
と
い
う
の
が
定
番

で
し
ょ
う
が
、
そ
ん
な
眠
気
を
吹
き

飛
ば
す
素
敵
な
趣
向
が
待

っ
て
居
り

ま
し
た
。
渡
辺
さ
ん
が
感
激
さ
れ
た

と
い
う
ビ
デ
オ
鑑
賞
で
す
。
第
二
の

感
謝
の
人
、
渡
辺
明
夫
さ
ん
に
は
、

多
く
の
方
が
納
得
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
に
も
懇
意
な
住
職

と
の
関
係
で
、
説
法
や
聴
聞
は
何
度

か
行
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
を

観
て
涙
し
た
の
は
初
め
て
で
し
た
。

南
蔵
院
の
林
覚
乗
さ
ん
と
い
う
住
職

「
で
あ

い
」
を

大
事

に
、
考
え

方
を
改
め
、　
一

日

一
日
を
、
明

る

く

生

き

ま

し
ょ
う
。
ご
く

当
た
り
前

の
事

を
感
動
的
な
話

に
盛
り
上
げ
る
、

そ
の
話
術
は
見

事
な
も

の
で
し

た
。「渡

辺

さ

ん

素
晴
ら
し

い
ビ

デ
オ
を
有
り
難

う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
会
長
の
佐
藤
さ

ん
が
、
只

一
言
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
当
を
え
て
妙
で
し
た
。

考
え
ま
す
と
、
有
代
、
渡
辺
両
氏

を
起
用
さ
れ
た
の
も
、
旅
の
し
お
り

そ
の
他
、
数
々
の
用
意
を
さ
れ
た
り

最
新
の
デ
ジ
カ
メ
で
旅
の
記
録
を
残

し
て
下
さ
る
の
も
会
長
で
す
。
ま
た

仕
事
と
は
申
せ
旅
行
家
の
山
本
さ
ん

行
く
先
々
や
弁
当
の
手
配
、
宴
会
の

盛
り
上
げ
ま
で
懸
命
に
努
力
さ
れ
て

居
り
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
み
る
と

業
界
の
内
情
も
、
今
大
変
だ
と
か
。

「来
年
も
是
非
お
願
い
し
ま
す
よ
」

と
、
つ
ゴ
ム
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

勿
論
幹
事
さ
ん
に
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
更
に
考
え
ま
し
た

我
が
会
に
は
、
有
代
さ
ん
渡
辺
さ
ん

以
外
に
も
人
生
経
験
豊
か
な
人
々
が

沢
山
居
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
事
を
。

こ
の
春
、
３
月
５
日
か
ら
の
十
日
間

で
茨
城
県
那
珂
Ｉ
Ｃ
か
ら
、
山
口
県

小
郡
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
日
本
列
島
の
半
分

を
縦
断
す
る
様
な
、
往
復
約
二
千
♂

を
走
破
し
大
変
で
し
た
が
、
多
く
の

心
豊
か
な
方
々
と
の

一
緒
の
旅
に
、

楽
し
く
酔

い
し
れ
た
様
な
バ
ス
旅
行

で
し
た
。

今
回
は
高
速
を
利
用
し
ま
し
た
が

平
常
は
な
る
べ
く
利
用
せ
ず
、
普
通

広島平和記念公園にて

雪舟庭園 (部分 )

山口瑠璃光寺五重塔を背に
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の
道
の
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ド
ラ
イ
ブ

を
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
。

車
の
少
な
い
辺
部
な
国
道
や
山
間

部
を
走

っ
て
い
る
と
き
、
周
り
に
展

開
す
る
風
景
が
、
如
何
に
多
様
な
緑

三
月
十
三
日
は
晴
れ
て
さ
わ
や
か

な
旅
立
ち
で
し
た
。
広
島
を
は
じ
め

岩
国
の
錦
帯
橋
、
山
口
の
瑠
璃
光
寺
・

常
楽
寺
の
雪
舟
庭
園
な
ど
世
界
遺
産

や
国
宝
、
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
名
所
等
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
有
意
義
な
二
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
で
あ
る
広
島
の
原

爆
ド
ー
ム
そ
し
て
平
和
公
園
に
着
い

た
時
、
私
は
三
十
年
程
前
こ
の
地
を

訪
れ
た
と
き
の
こ
と
が
鮮
や
か
に
よ

み
が
え

っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
主
人
の
母
は
健
在
で

し
た
。
毎
年
七
月
の
終
り
に
は

「
兄

に
彩
ら
れ
て
い
る
事
か
ノ

そ
ん
な
時
、
私
は
四
季
折
々
に
変

化
す
る
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
た
幸

せ
を
し
み
じ
み
感
じ
る
の
で
す
。

汗
下
巡

弟
会
」
で
二
泊
の
旅
行
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
年
は
義
母
の

「も
う

一

度
訪
れ
て
み
た
い
」
と
い
う
言
葉
で

広
島
の
こ
の
地
と
墓
地
そ
し
て
呉
の

情
島

へ
行
き
ま
し
た
。
主
人
に
は
兄

弟
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
兄
の

一
人

彰
さ
ん
が
戦
死
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
広
島

へ
原
爆
投
下
の
あ

っ
た

十
四
日
前
の
こ
と
で
し
た
。
戦
艦
「
日

向
」
が
情
島
沖
に
停
泊
し
て
い
た
時

に
爆
撃
さ
れ
、
そ
の
艦
上
で
亡
く

な

っ
た
そ
う
で
す
。
奇
し
く
も
徳
永

の
猪
俣
先
生
は
岐
阜
師
範
の
同
級
生

で
、
爆
撃
を
受
け
た
時
に

一
緒
だ

っ

た
こ
と
を
五
十
年
後
に
な

っ
て
知
り

）

ま
し
た
。
情
島
は
小
さ
な
島
で
住
む

人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
を

知
る
人
が
私
た
ち
の
訪
れ
る
こ
と
を

聞
き
、
先
に
島

へ
渡
り
待

っ
て
い
て

下
さ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
兄
弟
揃

っ

て
懇
ろ
に
お
勤
め
を
し
た
こ
と
で
し

た
。大

切
な
息
子
を
失

っ
た
当
時
の
母

親
の
悲
し
み
、
そ
し
て
老
い
て
も
な

お
当
地
を
訪
れ
た
い
と
い
う
思
い
の

深
さ
は
尊
い
も
の
だ
と
思
う
も
の
の
、

義
母
の
心
情
は
如
何
ば
か
り
で
あ

っ

た
で
し
ょ
う
か
。
情
島

へ
は
そ
の
後

彰
さ
ん
の
五
十
回
忌
法
要
を
勤
め
る

べ
く

「兄
弟
会
」
で
で
か
け
ま
し
た

が
、
其
時
は
す

で
に
義
母
は
亡
く

な

っ
て
お
り
ま
し
た
。
義
母
や
義
兄

姉
た
ち
か
ら
、
よ
く
彰
さ
ん
の
思
い

出
話
や
ら
そ
の
人
柄
な
ど
聞
か
さ
れ

て
い
ま
し
た
し
、
情
島

へ
も
連
れ
て

い
つ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、　
一
層

親
し
み
を
覚
え
て
い
ま
し
た
。

平
和
公
園
の

「あ
や
ま
ち
は
、
く

り
か
え
し
ま
せ
ぬ
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
碑
は
そ
し
て
鶴
を
か
か
げ
て
立

っ

て
い
る
少
女
の
像
は
三
十
年
前
と
同

じ
よ
う
に
再
び
私
の
胸
を
熱
く
し
ま

し
た
。
資
料
館
の
写
真
や
遺
留
品
に

そ
し
て
当
時
の
様
子
を
綴

っ
た
本
の

中
に
は
苦
し
み
の
中
か
ら
親
が
子
を
、

子
が
親
を
、
兄
弟
が
そ
し
て
隣
人
や

行
き
会
う
者
お
互
い
が
労
わ
り
助
け

合
う
姿
が
に
じ
み
で
て
い
ま
す
。
『戦

争
に
い
の
ち
奪
わ
れ
た
あ
な
た
方

よ
』
と
題
し

「清
ら
か
な
る
光
り

舞
い
輝
く
と
き
　
立日
も
な
く
　
世
界

の
大
地
の
こ
こ
　
か
し
こ
か
ら
　
起

き
　
二上
ち
上
が
る
　
あ
な
た
方
。
蒼

ざ
め
た
地
の
そ
こ
は
揺
れ
　
地
の
慟

哭
が
わ
き
上
が
る
。
戦
争
に
い
の
ち

奪
わ
れ
た
あ
な
た
方
よ
。
あ
な
た
方

が
い
ま
　
そ
の
至
純
な
る
眼
の
う
ち

に
映
し
と
ら
れ
て
い
る
も

の
は
何

か
。
」
と
詩
わ
れ
て
い
る
高
史
明
さ
ん

の
詩
を
お
も
い
ま
す
。
貴
い
命
が
戦

争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
し
ま
う
恐
ろ

し
さ
と
無
惨
さ
は
三
度
と

　

・―
・

あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

　

一●
一

思
い
ま
し
た
。
私
と
は
関
わ

り
の
な
か
っ
た
義
兄
彰
さ
ん

が
今
こ
こ
に
平
和
の
大
切
さ

を
語
り
か
け
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
そ

　

　

一一

し
て
私
の
子
供
や
孫
た
ち
に

も
必
ず
こ
の
地
を
訪
れ
て
ほ

し
い
と
思

っ
た
こ
と
で
し
た
。　
一

遠
く
イ
ラ
ク
は
砂
漠
の
地

　

一一

と
聞
き
ま
す
。
イ
ラ
ク
の
空

　

一●
一

に
も
今
日
の
よ
う
に
晴
れ
て
　

一一
一

さ
わ
や
か
な
風
も
あ
る
の
で
　

・●
一

）

し
ょ
う
か
。
人
々
が
ゆ
っ
た
り
と
し

た
青
い
空
を
安
ら
か
に
見

つ
め
て
暮

ら
せ
る
日
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を

思

っ
た
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。

う

つ
し
世

地
獄
は
人

作
為
な
る

身

を

も

っ

骨

の

ド

ー

人
空

に

向

か

い
て
鶴

を

か
か
げ
立

つ

少

女

の
像

は

水ヽ
久

に
さ
や
け

し

「
旅

に

よ

せ

て
」

ム て  の に

は 各
く
゛
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永

保

寺

を

訪

ね

る

研
修
部
の
皆
さ
ん
の
お
骨
折
り
で
、

一
〇
月
の
日
帰
り
研
修
は
東
濃
地
区

の
文
化
財
見
学
と
決
ま
り
、
そ
の
目

玉
と
し
て
多
治
見
市
の
永
保
寺
が
含

ま
れ
て
い
た
。

こ
と
で
あ

っ
た
。
提
出
す
る
と
、
程

な
く

「酒
気
を
帯
び
た
も
の
の
入
山

を
禁
ず
」
な
ど
数
項
目
の
厳
し
い
条

件
を
示
し
た

「拝
観
許
可
証
」
が
届

い
た
。

ど
ん
よ
り
し
た
曇
り
空
も
、
多
治

見
に
着
い
た
と
き
に
は
薄
日
が
射
す

ほ
ど
回
復
し
て
い
た
。

路
地
を
思
わ
せ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

奥
に
美
し
い
紅
葉
が
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
る
。
境
内

へ
入
る
と
す
ぐ
金

色
に
耀
く
大
銀
杏
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
そ
し
て
右
手
に
は
国
宝

・

観
音
堂

の
強

い
軒
反
り

（の
き
ぞ
↓

の
美
し
い
入
母
屋
造
り
桧
皮
葺
の
二

重
屋
根
が
木
々
の
間
に
見
え
る
。　
一

日
見
て
そ
の
美
し
い
姿
の
虜
に
な

っ

て
し
ま

つヽ
。

先
ず
受
付
に
進
み
、
拝
観
許
可
証

を
提
出
す
る
。
執
事
は
黙

っ
て
そ
れ

を
受
け
取
る
と
、
傍
ら
の
箱
の
中
に

入
れ
る
が
、　
三
百
も
発
し
な
い
。
私

も

一
礼
し
て
そ
の
場
を
去
る
。

逸
る
心
を
抑
え
て
、
大
銀
杏
、
鐘

楼
、
方
丈
等
々
を
撮
影
し
、
い
よ
い

よ
観
音
堂
を
拝
観
す
る
こ
と
に
し
た
。

観
音
堂
は
、
切
り
立

っ
た
岩
山
を

背
景
に
、
前
に
は
無
窓
疎
石
の
作
と

言
わ
れ
る
庭
園
の
中
心
を
占
め
る
心

字
池

・
優
雅
な
無
際
橋
を
配
し
た
禅

）

宗
様
建
築
と
言
わ

れ
る
建
物
で
、
周

囲
の
景
観
に
よ
く

マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

平
面
は
方
三
間

の
身
舎

↑
こ

に

一
間
の
裳
階

↑
こ

Ｌ

を
付
け
て
い

る
。
全
体
と
し
て

は
方
五
間
で
、
前

面
裳
階
部
分
は

一

間
の
板
敷
き
の
吹

放
ち
に
な

っ
て
い

て
、
建
具
は
な
く

波
形
連
子
↑
ん
Ｌ

の
弓
欄
間
が
付

い

て
い
る
。
屋
根
は

入
母
屋
造
り
、
桧

永
保
寺
に
は
県
下
に
二
つ
し
か
な

い
国
宝
建
築
物
と
数
多
く
の
重
文
級

の
文
化
財
が
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら

聞
き
知

っ
て
い
た
が
、
訪
ね
る
の
は

今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
事
前
に

お
願
い
す
れ
ば
本
堂

（観
音
堂
）
の
内
陣

も
拝
観
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
こ

と
で
、
電
話
で
伺
う

と
、
執
事
さ
ん
の
返

事
は
、
「当
寺
は
修
行

道
場
で
、
雲
水
た
ち

が
修
業
の
支
障
に
な

る
の
で
、
内
部
の
拝

観
は
お
断
り
す
る
。
」

と
言
わ
れ
、
お
ま
け

に
拝
観
の
日
時
、
参

加
人
数
当
を
記
入
し

た
参
観
願
い
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
と
の

皮
葺
で
、
二
重
に
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
軒
裏
は
垂
木
を
見
せ
な
い
板
張

り
に
な

っ
て
い
る
。
実
に
堂
々
と
し

て
お
り
な
が
ら
、
優
美
で
い
つ
迄
も

去
り
が
た
い
魅
力
を
湛
え
て
い
る
。

も
う

一
つ
の
国
宝
開
山
堂
は
、
心

字
池
を
め
ぐ

っ
た
や
や
奥
ま

っ
た
と

こ
ろ
に
建

っ
て
い
る
。
垣
が
め
ぐ
ら

さ
れ
て
い
て
、
中
に
入
る
こ
と
が
出

来
な
い
の
で
外
陣
し
か
拝
観
で
き
な

い
。
こ
の
建
物
は
、　
一
重
入
母
屋
造

り
、
桧
皮
葺
で
、
軒
反
り
は
観
音
堂

と
同
じ
よ
う
に
優
美
で
あ
る
。
内
部

に
は
開
山
で
あ
る
元
翁
本
元

（げ
ん
の

う
ほ
ん
げ
ι

の
墓
塔
で
あ
る
宝
筐
印
塔

が
祀
ら
れ
、
そ
の
前
に
元
翁
の
本
像

と
並
べ
て
、
実
質
的
な
開
山
で
あ
る

夢
窓
疎
石
の
木
像
が
安
置
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
国
宝
を
心
行
く
ま
で

拝
観
し
た
後
、
池
を
中
心
と
し
た
庭

園
の
す
ば
ら
し
い
紅
葉
に
見
と
れ
て

い
る
と
、
も
う
次
の
見
学
地

へ
の
出

発
時
間
に
な

っ
て
い
た
。

永保寺観音堂。心字池。無際橋

永保寺開山堂



大
竹
か
ら
見
た

″ピ
カ
ド
ン
″
右
は
宮
島

有

代

和

夫

画

永
保
寺
え
園

・
大
工
村

上

松

新

絶

国
名
勝
永
保
寺
え
園
の
江
景
に

今
日
の
一
日
を
酔
い
た
る
ご
と
し

江
幸
の
真
盛
り
に
来
た
る
喜
び
を

語
り
つ
つ
も
と
お
る
今
日
の
し
あ
わ
せ

板
橋
を
波
薇
ば
日
宝
祝
者
堂

ひ

っ
そ
り
と
し
て
閂
閉
じ
ま
せ
る

江
幸
も
橋
も
写
り
し
庭
た
は

真
昼
静
か
に
波
も
立
た
ざ
る

明
治
に
生
ま
薇
大
工
に
育
ち
た
る

我
に
大
工
と
う
名

の
な

つ
か
し
も

か
や
ぶ
き
の
大
き
な
家

に
育
ち
た
る

大
工
の
日
の
今
は
こ
お
し
き

し

の
わ
き

の
空

金

子

政

子

一
片
の
白
雲
浮
か
び
ま
ｔ
ろ
が
ず

会
を
み
る
如
き
し
の
わ
き
の
空

一
斉
に
こ
ぶ
し
咲
き

い
ず
豊
年
の

き
ざ
し
な
ら
む
と
明
る
き
話
題

古
今
格
波
り
て
花
に
会

い
に
ゆ
く

し
だ
薇
桜
は
手
を
ひ
ろ
げ
待

つ

粘
薇
て
ゆ
く
を
木
も
と
実
生
な
る

桃
の
若
木
よ

い
の
ち
受
け
つ
ぐ

「
七
き
人
の
迅
出
あ
り
て
生
き
て
ゆ
く
」

読
き
に
ひ
ろ
う
ま
こ
と
の
言
幸

離ヽ

文
書

欄
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口

つ
割
り

の
碑

丼
　
俣
　
初ヽ
　
枝

冬
の
日
は
六
字
の
み
名
に
影
を
お
き

廃
仏
毀
釈
の
村
訪
ね
い
ぬ

口
つ
割
り
の
４
の
深
彫
り
を
な
ぞ
ら
え
て

合
掌
唱
偶
石
の
咸
触

一
ヶ
寺
も
な
き
神
道
の
村
た
ず
ね

廃
仏
毀
釈
の
本
購

い
ぬ

安
ら
ぎ
の
碑
は
夕
間
に
ひ
っ
そ
り
と

語
り
部
と
な
り
村
に
息
づ
く

矢
化
財
の
ネ
よ
り

河
合
　
美
弥
子

空
晴
れ
て
者
刹
巡
り
の
長
閑
さ
よ

春
の
海
穏
や
か
に
し
て
耀
ひ
ぬ

被
爆
４
に
来
て
先
づ
祈
り
本
の
風

波
光
り
浮
か
ぶ
官
島
遠
霞

幾
年
も
径
て
な
ほ
美
し
塔
の
本

完

明
　
代

官
島
の
う
し
お
長
閑
に
ミ
絡
船

折
鶴
の
少
女
の
具
上
春
の
雲

厳
島
能
の
非
台
に
春
の
潮

春
日
濃
し
瑠
璃
光
寺
に
名
残
惜
し

羊
併
と
錦
帯
橋
に
摘
み
く
漁
し

恙
し
み
を
あ
ら
た
に
ド
ー
ム
春
浅
き

歌

非

高

橋

義

一

花

一
気
に
せ
問

一
気
に
歌
升

へ
り

妙
几
の
花
や
ロ
マ
ン
を
吹
雪
き
け
る

分
嗚
ら
し
神
誘
ひ
け
り
花
の
路

サー、
督
の
琴
花
度
は
せ
し
嵐
出

斗化
等

魔
女
座
し
ま
し
て
歌
乱
升



一曇
澪
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４
月
１５
日
０
　
「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
原

稿
依
頼
に
つ
い
て

５
月
２
日
Ｑ
　
研
修
部
会

（東
大
寺
展
観
覧
計
画
）

６
日
Ｑ
　
執
行
部
会
、
役
員
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

‐０
日
０
　
監
査
会
、
役
員
会
、
出
席
１９
名
。
平
成
１３
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い

て
、
平
成
１４
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
１４
年
度
総
会
に

つ
い
て
、
東
大
寺
展
観
覧
に
つ
い
て
、
会
費
徴
収
に
つ
い
て

３０
日
ω
　
「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

６
月
５
日
ω
　
東
大
寺
展
等
観
覧
、
参
加
者
４９
名

‐４
日
０
　
郡
上
文
化
財
保
護
協
議
会
第
１
回
理
事
会

２‐
日
０
　
平
成
１４
年
度
総
会

（土
松
新
逸
感
謝
状
贈
呈
他
、
出
席
者
３．
名
）

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数

３５０
部
）

３。
日
０
　
郡
上
文
化
財
保
護
協
議
会
町
村
文
化
財
め
ぐ
り

（明
宝
村
）
参
加
者
３７
名

７
月
１１
日
Ｑ
　
執
行
部
会

‐７
日
的
　
第
２
回
役
員
会

（収
蔵
展
示
館
、
東
氏
館
跡
等
奉
仕
活
動
、
各
部
会
、
等
々
）

２８
日
０
　
東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃
、
参
加
者
３２
名

８
月
７
日
Ｑ
　
薪
能
協
賛

９
月
１０
日
の
　
第
３
回
役
員
会
。
町
民
祭
参
加
に
つ
い
て

１０
月
１７
日
困
　
研
修
部
会

２‐
日
０
　
役
員
会
、
秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て

１０
月
２６
日
０
～
２７
日
０
　
町
民
祭

１１
月
１５
日
０
　
秋
季
日
帰
り
研
修
、
参
加
者
５６
名

‐２
月
１４
日
ω
　
第
４
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

１
月
３０
日
因
　
執
行
部
会

２
月
１８
日
ω
　
研
修
部
会

（１４
年
度
１
泊
研
修
に
つ
い
て
）

２
月
２５
日
ω
　
第
５
回
役
員
会
、

１４
年
度
１
泊
研
修
に
つ
い
て
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、

そ
の
他
、
郡
上
文
化
財
保
護
協
議
会
第
２
回
理
事
会

３
月
１３
日
囚
～
‐４
日
０
　
１
泊
研
修
の
実
施
。　
広
島
、
宮
島
、
錦
帯
橋
、
常
栄
寺

・
雪
舟

庭
園
、
瑠
璃
光
寺
、
参
加
者
４７
名

●
年
度
内
会
員
物
故
者

此
島
修
二
さ
ん
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

3221 1211
月 月 月 月  月 月 目

＝
目
日
一一一一一一一一一一一一一一事
一業
一針
一薗
一

４
月

１０
日
肉

４
月
２‐
日
０

４
月

２３
日
因

５
月
６
日
の

‐０
日
ω

２５
日
０

６
月
１１
日
ω

２２
日
０

郡
上
郡
文
化
財
保
護
協
議
会
第
１
回
理
事
会

執
行
部
会

（役
員
改
選
、
年
間
事
業
計
画
当
に
つ
い
て
）

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
。
原
稿
依
頼
に
つ
い
て

文
化
財
収
蔵
展
示
館
建
設
促
進
委
員
会

（町
民
学
習
課
、
執
行
部
合
同
）

執
行
部
会
、
役
員
改
選

・
役
員
会
提
出
議
題
に
つ
い
て

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会

監
査
会
、
役
員
会
。
平
成
１４
年
度
会
務

・
決
算
報
告
に
つ
い
て
、
平
成
１５

年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て
、
平
成
１５
年
度
総
会
に
つ
い
て
、
会

費
徴
収
に
つ
い
て

平
成
１５
年
度
総
会
。
会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数

３５０
部
）

大
和
町
の
文
化
財
視
察

（午
前

・
町
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後

・
フ
ィ
ー
ル
ド

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

期
日
未
定
　
郡
上
文
化
財
保
護
協
議
会
町
村
文
化
財
め
ぐ
り

（美
並
村
）

７
月
３
日
ω
　
執
行
部
会

‐６
日
Ｑ
　
役
員
会

（収
蔵
展
示
館
、
東
氏
館
跡
等
奉
仕
活
動
、
各
部
会
、
等
々
）

２７
日
０
　
東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

８
月
７
日
因
　
薪
能
協
賛

９
月
　
　
　
　
第
２
回
役
員
会

（文
化
財
収
蔵
展
示
館
の
陳
列
に
つ
い
て
）

１０
月
　
　
　
　
研
修
部
会

役
員
会

（秋
季
日
帰
り
研
修

・
文
化
財
収
蔵
展
示
館
に
つ
い
て
）

町
民
祭

秋
季
日
帰
り
研
修
　
　
　
　
　
」

第
３
回
役
員
会
、
事
業

。
会
計
中
間
報
告
、
懇
親
会
そ
の
他

郡
上
文
化
財
保
護
協
議
会
第
２
回
理
事
会

執
行
部
会

研
修
部
会

（１５
年
度
１
泊
研
修
に
つ
い
て
）

第
４
回
役
員
会
、

１５
年
度
１
泊
研
修
に
つ
い
て

１
泊
研
修
の
実
施

◎
以
上
の
ほ
か
、

１０
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
収
蔵
展
示
館
の
完
成
に
向
け
て
、
最

善
の
展
示
が
で
き
る
よ
う
展
示
品
、
展
示
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
に
取
り
組
む
。
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二
五
五
四

田

中

　

篤
　
　
八
八
‐
二
七
九
二

奥

田

昌

明

　

八
八
上

五

一
δ

直

井

篤

美

　

八
八
上

天

壬

一

雉

野

尚

子
（學
）
八
八
‐
三
五
六
四

」迅
藤

利

雄
（理
ユ

八
八
‐
三
五
二
六

石

井

敏

子

　

八
八
‐
二
五
〇
二

本
川
喜
代
士
　
　
人
八
‐
三
人
三
三

本

川

清

子
　
　
八
八
‐
三
人
三
三

平成15年度 予 算 (案 )

(単位 :円 )

(単位 :円 )

平成14年度 決

(収入の部)

①

①

次

造

勇

増
口
崎

田
島

事
事

監
監

編

集

後

記

◇
第
２８
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
協

会
年
来
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
文

化
財
収
蔵
展
示
館
の
建
設
が
本
決

ま
り
に
な

っ
た
こ
と
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度

は
そ
の
活
用
に
つ
い
て
研
修
を
重

ね
、
関
係
の
皆
さ
ん
方
の
お
骨
折

り
に
応
え
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
な
け
れ
ば
と
、
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

◇

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
牧

消
防
ポ
ン
プ
倉
庫
の
移
転
の
顛
末

を
、
日
置
康
夫
氏
に
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
区
の
皆
さ
ん
の

郷
土
愛
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
大
和
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と

つ
が
、
こ
の
よ
う
に
蘇

っ
た
こ
と

を
喜
び
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、

一
度
ぜ
ひ
妙
見
を
訪
ね
て
み
て
く

だ
さ
い
。
景
観
の
美
し
さ
に
改
め

て
目
を
見
張
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

ヽ
つ

。

◇
本
誌
を
三
五
〇
部
発
行
し
ま
し
た
。

心
あ
る
人
た
ち
に
も
読
ん
で
い
た

だ
い
て
、
本
会

へ
の
理
解
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
本
協
会
発
展
の

契
機
に
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（さ
）

代
表
者

佐
藤
光

一　

印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

(単位 :円 ) (収入の部 )

八

号 (支出の部 ) (単位 :円 ) (支 出の部)

収入 2,458出げ 一 支出 2,356,885=101,676円       平成14年 度の歳入。デ
(次年度へ繰り越し)さ れていました。

積立金 360000円 (平成7～ 12年 )+150000円 (平成14年 )=510000円   平成15年 5月 25日

項|||■目 前年度異績 予算額 」  曽‐ | |||||||1減 摘■ |■ ■要

前年度繰越金 34060 101,676 67,616

費 2,253,500 1,482,000 ∠ゝ771,500

会 員 会 費 304000 ∠ゝ1000
正会員 2.000X140名

家族会員 1000× 23名

1特
別 会 費 1.925m0 1,155,000 ∠ゝ770500

日帰研修 8,000× 35名

1泊研修 25000× 35名

1役員研修費 24,000 24,000 0 役員研修会費 1000× 24名

助  成  金 100.000 0 大和 剛より  100000

寄  付  金 20,000 ∠ゝ10,000

雑  収  入 51,001 どゝ50677

計 2,458,561 1.694,000 ∠ゝ764.561

や
ま

と

一
第

項|||■目 予算額 ,ヤ篤1額 1増■減 摘||■1要

前年度繰越金 34060 0

費 1,625,000 2,253.500 628,500

会 員 会 費 315000 ∠ゝ11000
正会員 2,000X143名

家族会員 1.000X18名

特 別 会 費 l.310,000 1,925,000 615,500
日帰研修372500+378000

1,自 看千1参    1,175,000

年末役員会費 0 24000 24000

助  成  金 100,000 0 大和町より 100000

寄  付  金 10,000 町長 土松  各10,000

雑  収  入 51,001 43,461 千」子 l CD51 000

〈
口 計 1,776,600 2,458,561 681,961

項 |||1日 1前1年度実績| 予算 額 ,電壼
||| || |‐

| || |;費 兌 摘■|■ 1要|

会 議  費 51,245 35,000 ∠ゝ16.245

1総 会 費 11885 15000 3,115

1役 員 会 費 39,360 ∠ゝ19,360

業  費 2054900 1470000 ∠ゝ584900

研 修 費 1,977,900 1,290,000 ∠ゝ687.900

日帰研 1参 315,000円

宿泊研修 945,000円

役員研修費 30000円

会報発行費 63,000 100,000 37,000

事業活動費 14.000

事 務 局 費 3.240 16,760

1消 耗 品 費 0

1通 信 費

1旅 費 0 10000

会費 (県・郡) 84,000 84,000 0
県 64,000円

郡 20,000円

積  立  金 150,000 △90000 重要図書の出版

予  備  費 13,500 25,000 11,500

計 2,356.885 1,694,000 ∠ゝ662,885

平成14年 度の歳入。歳出経理について監査を行った結果、適正に処理

平
成
十
五
年
六
月

一
日
発
行
　
発
行
者
／
大
和
町

，
た
財
保
護
協
会

項 |■ ■日| 買 算 額 増

議  費 51,245 lFl.245

総 会 費 11.885 ∠ゝ3.115

役 員 会 費 39360 19,360

業  費 1.563.000 2.054,900 491.900

研 修 費 1,418,000 1,977,900 559,900

日帰研修 369,719円

日帰研修 434228円
1泊 研修 1173,953円

会報発行費 ∠ゝ32000

事業活動費 14,000 △36,000 郡上郡内文化財めぐり

事 務 局 費 11000 ∠ゝ7760

消 耗 品 費 0 ∠ゝ5,000

通 信 費

旅 費 0 ∠ゝ3,000

会費 (県・郡) 84,000 84,000 0

積  立  金 150,000

予  備  費 23,600 13500 感謝状 外

計 1,776,600 2356885 580,285
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